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令和２年度 徳島県立城東高等学校 学校評価 総括評価表
１ 人権教育の充実

教育目標 評価指標（活動計画） 評価 次年度への課題と

今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①人権尊重を柱にすえた教 ① 人権に配慮した教育活動ができていると回 ① 生徒 ８８．５％ Ｂ （評定） 生徒・教職員ともに多忙感が強く，
育活動を推進する。 答した割合（目標） ９０％以上 保護者 ９０．０％ ゆっくり落ち着いて，人権問題を自分

②自他を大切にする心や態 ② 人権教育が，人権意識向上に役立っている 教員 ９４．８％ Ｂ のこととして深く考えにくい状況にあ
度を育成する。 と回答した生徒の割合（目標）９０％以上 ② 生徒 ８８．１％ Ｂ る。今年度の蓄積ができたので，それ

を生かして，来年度の活動を前進させ
活動計画 活動計画の実施状況 （所見） たい。

①・「人権週間」年３回以上実施する。 ①・人権週間２回，人権月間１回を コロナ禍の中，県の人権
・「人権講演会」など年１回以上実施する。 各学期に実施した。 教育の県研究指定を受け
・「校内意見発表会」年１回以上実施する。 ・「人権講演会」１１月，実施した。て，回数に制限があったが，
・「人権ミニフェス」（昼休み啓発）年３回 （講師：せやろがいおじさん） 内容の充実をはかりつつ， 学校関係者の意見
以上実施する。 ・「校内意見発表会」１１月，放送 柔軟に対応した。すべての

・「人権新聞」年３回以上実施する。 により実施した。 クラスで指導案に基づいて 確かな人権教育観を持った指導者の
・「人権ミニフェス」１１月，１回 実践し，真剣に人権教育推 充実が大切であると考えます。新型コ
実施した。 進に取り組むなど，内容に ロナウイルス感染症に関して身近なと

・「人権新聞」８号発行した（特別 おいて人権教育を活性化す ころで人権について考える１年でした。
号も含む）。 ることができた。主体性を 社会の少数派の立場を理解できるよう

②・「人権問題ホームルーム活動」年４回（３ ②・「人権問題ホームルーム活動」年 それぞれの立場で発揮し 人権教育でご配慮いただきたい。
年は３回）実施する。 ４回（３年は３回）実施した。 て，活動に積極的に関わり，

・「人権職員研修会」年３回実施する。 ・「人権職員研修会」年４回実施し 自身の人権意識を更新する
た。 生徒の姿が見られた。

２ 学習指導の充実

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①主体的に学習に取り組む ① 生徒の学習時間（１日あたり） ① 生徒の割合 ７２．３％ Ａ （評定） 生徒の学習時間については，３時間
態度の育成を図る。 ３時間を超える生徒の割合 ７０％以上 ② 新学習指導要領の趣旨を踏まえ Ｂ を超える生徒の割合が昨年度より５％

② 令和３年度，令和４年度の教育課程を編成 た令和３，４年度入学生用，令 Ａ あがり，７割以上と高い水準を維持で
②学習指導要領の改定の趣 する。 和３，４，５年度全学年用の教 きている。今後の学習形態のあり方も
旨を踏まえた教育課程を 育課程を編成した。 踏まえて，学習支援クラウドサービス
編成する。 の活用を主体的な学習への一方策とし

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） ていきたいところだが，ＩＴ機器の操
生徒の学習時間について 作が苦手な生徒もおり，まだまだ生徒

①・家庭学習時間調査を毎日実施する。 ①・家庭学習時間調査を毎日実施し は目標を達成している。家 全体に浸透しているとはいえない。こ
・月ごとに学習計画を立てるように習慣づけ た。 庭学習時間調査は生活記録 の経験も生かしつつ，生徒が主体的に
る。（家庭学習時間調査表の有効的活用） ・全ての教科とはいかないまでも，表に毎日担任がコメントを 学習に取り組む態度を育てられるよう

・学習支援クラウドサービスを有効的に活用 新型コロナウイルス感染症対応 書いて生徒に返し，コミュ 様々な方策を検討していきたい。
し，主体的に学ぶ力を身につけさせる。 休校中には学習支援クラウドサ ニケーションをとることで

② 新学習指導要領の改訂方針について研究 ービスにより，授業配信，課題 生徒の学習意欲向上につな 学校関係者の意見
し，令和４年度入学生の教育課程を策定す の送付などを実施した。また学 がっている。クラウドサー
る。スムーズに新教育課程に移行できるよ 校再開後も，一部教科では週末 ビスの活用については，前 学習の定着が進んでおり，評価は高
うに令和３年度教育課程を編成する。 課題の配信，Ｗｅｂテストなど 向きに取り組んでいく教員 いと考えます。ＩＣＴ機器やクラウド
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で積極的に活用した。 が増えてきた。 サービスを活用した学習指導の充実を
② 新学習指導要領について，教育 新教育課程となる令和４ 今後もお願いします。その際，情報セ

課程検討委員会，各教科会で検 年度を見据え，大学入学共 キュリティの基礎知識の学習やリテラ
討を重ね，新要領の趣旨に沿っ 通テストの動向等教育内容 シーの向上にも取り組んで欲しいと思
た令和４年度入学生教育課程を 充実に注力したい。 います。
編成し，その移行となる週３５
時間を導入した令和３年度入学
生教育課程を編成した。

３ 進路指導の充実

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①生徒一人一人の勤労観・ ① 城東ゼミ（補習）の有用度 ８０％以上 ① 生徒 ７４．５％ Ｂ （評定） 校外模試で偏差値６０以上の生徒が
職業観の育成を図るとと ② ・東京大，京都大 合格者数 １０名以上 保護者 ８７．０％ 減少していることから，学習内容の一
もに，夢や目標を明確に ・医学部医学科 合格者数 １０名以上 ② Ｂ 層の定着が必要であると考える。今年
させる。 ・難関１０大学 合格者数 ４０名以上 ・東京大，京都大 ３名 度後半より導入された，教育クラウド

②生徒一人一人の学力や適 ・国公立大学合格者数 ２００名以上 ・医学部医学科 ７名 の活用であったり，進路検討会の活用
性，興味・関心に応じた ・校外模試偏差値７０以上 ４０名以上 ・難関１０大学 ２４名 方法を考えたい。
きめ細かな指導を充実さ 偏差値６０以上 １３０名以上 ・国公立大学合格者数２０４名 新しい大学入学者選抜に備え，基礎
せる。 （R3.3.16現在） Ｂ 学力の定着，思考力・判断力・表現力

・７０以上 １年 ３７名 の育成に加えて，主体性を持って多様
２年 ３６名 な人々と協働して学ぶ態度の育成が必

６０以上 １年１３３名 要である。そのためにも引き続き，課
２年１２１名 題研究や，校外の研修，資格・検定の

（10/31実施進研模試３教科） 取得に積極的に参加する姿勢を身につ
けさせたい。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）
城東ゼミの有用度は昨年

①-1 徳島大学等の体験授業や物理チャレンジ ①-1徳島大学体験授業１名，数学オ 度より若干向上した。しか
など各種コンテストへの参加を推奨する。 リンピック予選５名，地理オリ しながら，校外模試偏差値

①-2 補習を３年生３８講座，２年生３８講座， ンピック予選３名，県施設への で６０以上の生徒数が減少 学校関係者の意見
１年生２１講座開講し，多様な教育ニーズ インターンシップ２名，科学の している。現２年生は偏差
に応える。 甲子園３チーム（１８名），東京 値６０が１年時より３０名 国公立大学合格者数は素晴らしい結

②・進路検討会を第３学年で年４回実施する。 大学教養学部金曜講座７回（延 減となっている。休校の影 果だと思います。特に総合型・学校推
・難関大希望者対象模試を各学年２回以上実 べ１９人）参加 響により，演習等が不十分 薦型の合格者の増加は，生徒及び先生
施する。 ①-2毎週４１講座（３年）４１講座 な状況であることが考えら 方の入試に対する取組の成果だと感じ

・模試分析会を第１，２学年で３回実施する。 （２年），２１講座（１年）を開 れる。今年度はコロナウイ ております。目先の勉強だけでなく，
・学力テストの講評を全学年で延べ１１回配 講した。 ルス感染症のための休校期 生徒が高校で様々な体験や経験ができ
布する。 ②・進路検討会を３年で４回実施し 間があり，学力テストや校 るよう引き続き計画していただき，こ

た。 外模試の実施回数が減少し れからも徳島県の高校を牽引していっ
・難関大希望者対象模試各学年で た。 て欲しいと思います。
２回実施した。

・模試分析会を各学年で２回実施
した。

・学力テストの講評を全学年では
延べ８回配布した。
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４ 生徒指導の充実

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①社会の一員としての正し ①-1 服装・頭髪が守れている割合 ９０％以上 ①-1 生徒９３．９％ Ａ （評定） 生活委員や部活動生徒による交通マ
いルール・マナーを習得 ①-2 挨拶が身についている割合 ８５％以上 ①-2 生徒８１．９％ Ｂ ナーアップ・挨拶運動等の継続。朝夕
させ，基本的生活習慣の ①-3 ルール・マナーを守っている割合 ①-3 生徒９３．４％ Ａ Ｂ の挨拶だけでなく，休み時間等の挨拶
確立を図る。 ８５％以上 も自然に行えるよう，教員からも働き

②良好な対人関係を構築で ② いじめを未然に防止するための積極的な取 ② アンケート ２回（９月・２月） Ｂ かける。
きる社会性を育み，いじ 組 （面接・アンケート ３回） 警察と連携しての交通マナーアップ
めを未然に防止する態勢 運動を行う。
を整える。 携帯電話・スマートフォン利用の決

まりを守らせ，講演会も継続して行い
たい。
生徒総会で，生徒から要望のあった

服装やスマートフォンの利用について
は，全校生徒に周知し，ルールを守ら
せたい。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 学校関係者の意見
服装・頭髪についての達

①-1 各学年での服装・頭髪指導を充実させる。①-1 各クラスで担任・副担任で行っ 成度は，生徒・職員とも スマートフォンの適切な使用，挨拶
（年３回） た。（年２回） ９０％を越えた。全体を見 の励行やルールを守り，マナーを身に

①-2 生活委員による挨拶運動，駐輪場のマナ ①-2 各学期に生活委員が駐輪場のマ ても大きく違反している生 つけるといった規範意識の向上につな
ーアップ運動を各学期それぞれ１回実施す ナーアップ運動を行った。 徒は見られなかった。 がる活動の実施等に引き続きご尽力い
る。 挨拶については，生徒・ ただきたい。いじめを未然に防ぐ取組

①-3 交通マナーアップ運動，携帯電話・スマ ①-3 携帯電話・スマートフォンの利 職員ともに目標に達しなか については，教育相談や人権教育など
ートフォン講演会などを通じて，全校生 用についての講演会を行った。 った。 と包括した取組を実施して欲しい。交
徒に社会のルールを守ることやマナー指 （９月） 新型コロナウイルス感染 通マナーアップ活動等を通して交通事
導を行う。 症拡大防止のため，警察と 故防止にも努めて欲しいと思います。

② クラス分析会を定期的に開催し，生徒の状 ② 学年毎にクラス分析会を行い， 連携してのマナーアップ運
況等について情報交換を行う。アンケート 生徒の情報共有が行われた。い 動はできなかった。
を活用し，生徒の状況把握をする。重要な じめ防止対策委員会は，該当す 携帯電話・スマートフォ
対策等が必要なときは，いじめ防止等対策 る案件がなかった。 ンの利用については，生活
委員会を開き協議を行う。 の改善が見られた。

学校生活についてのアン
ケートを，９月・２月に行
った。面接週間等を利用し
担任とのコミュニケーショ
ンがとれるようにした。
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５ 特別活動の推進

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①ホームルーム活動・生徒 ① 生徒会活動が活発である割合 ９０％以上 ① ９１.２％ Ｂ （評定） 新型コロナ感染症の終息がなかなか
会活動を活性化させ，自 ② 部活動の充実度 ７５％以上 ② ７９.３％ Ｂ Ｂ 見通せない状況を踏まえ，継続して感
主性や実践的な態度を育 染対策に細心の注意を払いながら，球
成する。 技大会，城東祭，予餞会等の行事や朝

②部活動を充実させる。 活動計画 活動計画の実施状況 （所見） の挨拶運動，部活動をさらに充実した
本年度はコロナ禍の影響 ものにしていきたい。

①・生徒会活動や学校行事への積極的参加を促 ①・本年度も生徒会が主体的に学校 による様々な制約の下，感
す。 祭や球技大会の運営を行った。 染対策に細心の注意を払っ 学校関係者の意見

・朝の挨拶運動を始め，生徒会による学校の ・朝の挨拶運動，予餞会の為のビ て生徒会諸活動を行った。
活性化を図る。 デオ作製を生徒会で行った。 部活動の充実度を向上さ コロナ禍の中で活動が難しかったと

②・部活動と学習面との両立を図る。 ②・８時完全下校の遵守，定期考査 せる為にも短時間集中型の 思いますが，創意工夫され，成果を上
・短時間で効率のよい活動を心がけ，各々の 期間の部活動自粛等メリハリの 練習を行い，学習時間を充 げており素晴らしい。生徒の主体的な
目標の達成を目指す。 効いた活動を心がけた。 分確保できるよう努めた。 活動が生徒の満足度の向上につながる

ので自主性を尊重する方針を続けて欲
しいと思います。

６ 健康教育の推進

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①正しい食生活等の健康増 ①・「保健だより」の発行回数 １２回以上 ①・１４回 Ｂ （評定） 新型コロナ対応による長期の休校は
進についての指導を行い， ・保健室の生徒への応急処置や心の悩み等へ ・８８．４％ Ｂ 生徒の心身に様々な影響を与えている。
心身の調和的発達の促進 の対応の良好の割合 ８０％以上 スクールカウンセラーが配置されてい
を図る。 ②・特別支援教育に関する職員研修会に対する ②・１００．０％ Ａ Ｂ ることで，支援を必要とする生徒に対

②一人一人に応じた特別支 アンケートの満足度 ９０％以上 応できる環境があるが，利用数が急増
援教育の推進を図る。 ③・親身になって生徒の悩みや相談に応じてく ③・８８．３％ Ｂ しており，適切な時期に十分な時間を

③教育相談活動の一層の充 れる割合 ８５％以上 かけることができない状況がある。改
実を図る。 善に向けて，創意工夫が必要である。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）
保健委員は当番制で定期

①・保健委員会での生徒の自主的活動を推進す ①・保健委員は，手洗い石けん液， 的に活動し，文化祭の展示
る。 アルコール消毒液の点検・補充，など積極的に参加できた。

・文化祭での展示等により，健康増進への啓 を定期的に行い，感染症予防ポ 保健室の対応としては，
発を図る。 スターの作成など感染症予防活 新型コロナ対応のため相談

・各教科・各課と連携し，食育啓発を図る。 動を行った。 室を第二保健室として機能
・「保健だより」を１２回以上発行し，健康 ・文化祭では「withコロナ時代を させ，感染症対策に取り組
増進について興味・関心を深める。 生きる」，「学校の事故防止につ んだ。

②・特別支援教育に関する職員研修会を１学 いて」の展示を行った。 スクールカウンセラーに 学校関係者の意見
期，２学期にそれぞれ１回実施する。 ・「保健だより」は１４回発行し， 定期的に教育相談を行って
・各学年会を利用して，気になる生徒につ 保健委員会コーナーを設け保健 いただき，専門的な力を必 指標を上回る達成となっています。
いての情報交換を定期的に実施し，心身 委員がテーマを考え，記事を作 要とする生徒や保護者に支 コロナ禍の不安定な社会情勢の中，カ
や生活面，学業などについて悩みや問題 成した。 援できた。担任との連携で，ウンセラーの利用も増えていますが，
を抱えている生徒を早期に発見し，支援 ②・校内研修会を１学期，２学期に 早期の対応ができたケース 将来に不安を感じている生徒に心を配
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を行う。 それぞれ１回実施した。 も多い。 り，これまでと同様に相談体制の充実
③・カウンセラーや専門機関と連携した教育 ・学年会での情報交換に加えて保 教員の校内研修ではコロ をお願いします。

相談活動を充実する。 健室やスクールカウンセラーと ナ対応による長期休校の生
の連携により，生徒への早期の 徒の心理的な影響を取り上
対応支援を行った。 げていただいた。生徒の実

③・教育相談の利用状況は，開設日 態に応じた内容であり，高
が２４日で，延べ利用数が１年 い満足度を得ることができ
：３０回，２年：１１回，３年 た。
６６回，教員：８回である。

７ 環境教育・安全教育の推進

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と

今後の改善方策
評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①環境問題への意識高揚と ① 環境美化活動に積極的に取り組んでいる ① 生徒８６．６％ Ａ （評定） アンケート結果では「環境美化」「清
環境学習の推進を図る。 割合 ８０％以上 掃活動」ともに９割前後が取組に達成

② 生徒８７．９％ Ａ 感を持っている。引き続き清掃への意
② ・清掃活動に熱心に取り組み，美しい環境 環境委員による清掃奉仕活動を 識向上に取り組みたい。

②校内外の環境美化活動を を保つよう心掛けている割合 ８０％以上 １２月までに５回実施，３学期 今年も各地で異常気象による災害が
推進する。 ・環境委員による清掃奉仕活動（放課後） に２回実施 起きた。地震だけでなく河川の氾濫や

の実施回数 ５回以上 Ａ 豪雨災害への対策などあらゆる防災へ
の備えを，できることから地道に行っ

③-1 防災訓練の実施回数 ２回 ③-1１０月に火災を想定した訓練， Ｂ ていく必要がある。
１２月に地震津波停電を想定し 防災クラブは，コロナ禍で活動を制

③防災教育を推進し，災害 た訓練を実施 限されることが多かったが，校内防災
時の実践力を育成する。 ③-2 心肺蘇生法の技術を習得する ③-2教職員を対象にした講習会を７ Ｂ 研修に参加したり，防災士取得試験を

月に実施 受験したりして，継続した活動を行っ
た。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 今後も時間や機会を確保し，活動し
生徒対象のアンケートで ていきたい。

① ・節電・節水を呼びかける。 ①・環境委員が各クラスで節電･節水 は，「環境美化」「清掃活
・環境問題に関する記事を掲示する。 を呼びかけた。 動」ともに約９割が取組に

・環境問題に関した新聞記事や校 達成感を持っている。引き
内の電気と水道の使用量に関す 続き清掃への意識向上に取
るデータをグラフ化して掲示し り組みたい。
た。 清掃奉仕活動は，天候不

② ・毎日の清掃を徹底する。 ②・環境委員が各クラスで呼びかけ 良で中止の回もあったが機
・環境委員による校内や学校周辺の清掃奉 た。 会を設け定期的に行った。
仕活動を５回以上実施する。 ・環境委員や学年による清掃奉仕 避難訓練は基本的避難行

活動を１２月までに５回，３学 動の再確認として行った。 学校関係者の意見
期には２回実施。計７回行った。火災避難訓練では昨年度よ

③-1 防災訓練の実施においては，避難経路及 ③-1避難訓練を２回，初動対応訓練 り早く避難完了することが 環境美化活動の評価が高いのはそれ
び関係職員の役割の確認を行う。 を２回行った。 できた。地震津波停電訓練 だけ生徒の学校に対する思いが高いた

は初めての試みであり，今 めだと思います。社会に出てもその習
③-2 職員・生徒への心肺蘇生法の講習会をそ ③-2職員対象に１回実施した。生徒 回生じた課題点を今後の活 慣は必要ですので継続して欲しいです。

れぞれ１回以上実施する。 対象講習会は，コロナの影響に 動に生かしていきたい。 また，防災教育は自分を守るために必
より中止。 防災クラブは，文化祭で 要な活動ですので積極的な取組をお願

③-3「防災クラブ」の活動を推進する。 ③-2生徒が防災活動や防災に関する の「防災展」，生徒対象防 いします。
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啓発活動を行った。また，今年 災研修の主催，避難訓練の
度も２名が防災士取得試験を受 準備や補助など地道な活動
験した（内１名合格）。 を行った。また高校生防災

クラブ交流イベントへの参
加や，防災士の資格取得に
も積極的に挑戦して成果を
上げた。

８ 主権者教育・消費者教育の推進

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①政治や選挙への関心を高 ① 政治や選挙に関心の高い生徒の割合 ①１年「現代社会」アンケート Ｂ （評定） 公民科の授業においては，社会の現
め，有権者として必要な ９０％以上 政治に関心の高い生徒７１.５％ 実から考えさせる授業を展開するため，
政治的素養の育成を図る。② 「契約トラブルと消費者保護制度について 選挙に関心の高い生徒６７.４％ 新聞を読んだり，意見発表する場面を

②消費者被害等の危機を自 理解できた」と回答した生徒の割合 選挙に参加する生徒９４.３％ 増やしていきたい。
ら回避できる能力を育成 ８０％以上 ３年「政治経済」アンケート 家庭科の授業で，様々な場面におい
する。 ③ 「持続可能な社会のあり方について考え， 新聞を読む習慣のない生徒の割 Ｂ て生活者の視点から，自らが取り組む

③持続可能な社会の実現に 実際に行動に移すことができたと」と回答 合が９４.４％だったが，新聞発 ことができる事柄を考え実行させたい。
寄与する消費生活を実践 した生徒の割合 ８０％以上 表によって６１.１％の生徒に習
できる能力を育成する。 慣ができた。

②③1年「家庭総合」においてアンケ Ｂ
ート実施。 学校関係者の意見
契約トラブルと消費者保護制度
について理解できた９８％ 政治不信が問われている中，主体的
持続可能な社会の在り方につい ・協働的な学びの中で，生徒からの発
て考え行動に移すことができた 信により大人に働きかけができると子

９０％ 供たちの意識向上につながります。主
権者教育が社会人として大切な学びで

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） あることに気付いて欲しいです。消費
国政選挙における徳島県 者教育は今後さらに重要になってきま

① 公民科の授業をとおして，選挙制度につい ① 「現代社会」の授業で総務省・ の投票率は全国最下位であ す。徳島県はエシカル消費の先進県で
て十分に理解を深め，主権者としてなすべ 文部科学省より配布された全国 る。この結果を踏まえ，若 あるので継続して取り組んで欲しいと
き課題を見つけさせる。 共通教材を使用して主権者とし い力が社会を牽引していけ 思います。

② 「社会への扉」等を使用し，「消費者の権 てあるべき姿を考えさせた。「政 るように主権者教育を推進
利と責任」を自覚して行動できるよう，契 治経済」の授業で受講者全員に していきたい。
約の重要性や消費者保護の仕組みについて 新聞を使った発表をさせた。 成人年齢が１８歳に引き
理解する。 ② 「家庭基礎」の授業で徳島県教 下げられることにより高校

③ 「エシカル消費」に関する広報活動を行い， 育委員会より配布された「社会 生が消費者トラブルに巻き
持続可能な社会の実現のための実践力を身 への扉」を使用し，契約の重要 込まれる危険性が高くなる
につける。 性，消費者の保護と責任につい ことが懸念されている。契

て考えさせる予定。 約，消費者の責任について
③ 総合的な学習・探究の時間にお 継続して伝達していく必要

いてＳＤＧｓの内容について研 がある。
究活動を行い，家庭クラブや外
語部が行うエシカルクラブの活
動にも協力した。
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９ 読書活動の推進

具体的目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①生徒の望ましい読書習慣 ①-1 読書活動に学校として積極的に取り組ん ①-1 生徒 ６７．７% Ｂ （評定） 生徒の視野が広がるよう「ライブラ
の形成を図る。 でいる割合 ７０％以上 保護者 ８４．８% リーニュース」で多様なジャンルの本

①-2 生徒一人あたりの年間図書貸出数 教職員 ９３．１% Ｂ Ｂ を紹介し，ホームページで広報するこ
（2020.1～2020.12） ５．５冊以上 ①-2 ５．５冊 とができた。一方，新型コロナウィル

ス感染症の拡大防止のため，従来の読
書会の開催形態の見直しが必要となっ
ている。ＩＣＴを効果的に使い，校内

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） の安全を図るだけでなく，校外との交
読書活動に関するアンケ 流なども視野にあり方を検討したい。

①-1・読書週間やビブリオバトルを１・２学期 ①-1 １学期にビブリオバトル (7/ ートは，保護者・教職員の
に実施する。 13)，２学期に読書週間(11/16 数値が５ポイント以上上が 学校関係者の意見

・学校ホームページに図書館情報を掲載す ～20)を実施した。ライブラリ ったが，生徒の数値が目標
る。 ーニュースを毎月発行し，図 を達成できなかった。一人 デジタル化社会が進む中ですが，将

・「ライブラリーニュース」を毎月発行す 書関係の行事とともに学校ホ あたりの貸出冊数は１冊増 来のビジョンを考えたり，語彙力を身
る。 ームページに掲載した。 えた。読書会や読書週間な に付けるなどのために，オンラインで

①-2 読書会を１・２学期に実施する。 ①-2 読書会を１回実施した。 ど行事として定着し，教科 なく紙の良さをお伝えください。
学習の中でも図書館の利用
が進められている。

10 グローバル人材の育成

教育目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①国際社会の中で主体的に ①・国際交流・国際理解教育に積極的に取り組 ①・生徒 ７９．０ % Ｂ （評定） 広報活動に力を入れ，どんな状況で
生きる能力や課題を解決す んでいる割合 ９０％以上 保護者 ８２．７% あっても多様な形で国際交流ができる
る力の育成を図る。 ・テレビ会議を通じて国際交流をする機会 教員 ９４．８% Ｂ ように努めたい。

１０回以上 ・国際交流の機会 １０回 Ｂ
・ＳＤＧｓについてのポスター展示や，研究 ・１・２年生全員がＳＤＧｓにつ Ｂ
集録をとりまとめる。 いての課題研究に取り組んでい

る。その成果は，課題研究発表
会や研究集録にまとめることに
なっている。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 学校関係者の意見
参加したのは，希望者を

①・テレビ会議を活用し，海外の生徒や帰国 ① 姉妹校と４回，帰国した留学生 中心に，限られた生徒であ 国際交流はＩＣＴを活用し，コロナ
した留学生との交流を１０回以上行う。 と１回，ＡＳＥＡＮ日本政府代 ったので，学校全体で国際 禍の中でできる限りの取組ができてい

・テレビ会議ではテーマを決めて活発な議論 表部と１回，県内在住インドネ 交流をしているという実感 ます。一部の生徒だけでなく多くの生
ができるように指導する。 シア人留学生と１回，オードリ が持てなかったようだ。課 徒に興味を持って欲しいです。国際交

・できるだけ多くの生徒が参加できるように ー・タン氏のシンポジウムの視 題研究については，全員が 流に特化したコースを設定してはどう
広報に努める。 聴１回，ＡＬＴの友人との交流 タブレットを活用した学習 でしょうか。ＳＤＧｓもクエストでう

・ＳＤＧｓを達成するための課題研究を行 ２回 成果も上がっている。 まく取り入れて活動できています。
う。
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１1 開かれた学校づくりの推進

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①教育活動の積極的な公開 ① 公開授業を実施する。 ① 公開授業を３回実施。 Ｂ （評定） 新型コロナウイルス感染症の収束が
を推進する。 ② ホームページが学校の情報を得たり，学校 ② ７７.６％（昨年６８.９％） Ｂ 見えない中ではあるが，来年度より全

②ホームページ等を利用し の活動を理解するのに役立っている割合 県一区の普通科高校として，本校の教
ての積極的な情報発信を （利用の保護者対象） ８５％以上 Ｂ 育を理解してもらう上で，体験入学や
推進する。 ③-1地域住民，ＰＴＡ及び同窓会関係者を委員 ③-1 ２回 Ｂ 公開授業を実施し，情報提供を図り，

③ＰＴＡ，同窓会，地域社 とする学校支援協議会の開催回数 ２回 本校に対する理解を深めてもらう方策
会との連携を図る。 ③-2 中学生及びその保護者を対象とした学校 ③-2 ２回 Ｂ を考える必要がある。

説明会の開催回数 ２回 ホームページについては，更新回数
やタイミングをより適切に行い，より

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 役に立つ内容となるよう改善に努める。
授業公開については新型 保護者への情報提供については，学

①・休日の授業公開日を２回実施する。 ①・１０月に「進化する教室イノベ コロナウイルス感染症の感 習支援サービスをより効率的に運用す
・中学校，大学，学校評議員，保護者等への ーション事業」に係る電子黒板 染対策を行い実施した。城 る必要がある。
広報を充実させる。 を活用した公開授業を実施， 東祭も非公開とした近隣校

② ホームページを見やすく，使いやすいもの １１月の平日に本校保護者対象，が多い中，保護者のみに公
になるよう改善に努めるとともに，内容の 休日に中学生対象に授業公開を 開し，参加した保護者から 学校関係者の意見
更新をできるだけ速やかに行う。 実施し，大学関係者，学校支援 は好評であった。中学生及

協議会員にも案内した。いずれ びその保護者対象の学校説 指標を達成できています。コロナ禍
もＩＣＴを活用した主体的・協 明会は８月の体験入学が中 の中でも行事を開催し，ホームページ

③-1学校支援協議会を年２回（６月，３月）開 働的な授業が展開された。 止となったことも重なり， もすぐに更新できています。全県一区
催する。 ② ホームページの更新に努め，学 ２回で７８７名の参加があ 校となり，ますます注目されています

③-2学校説明会を休日に複数回実施し，中学生 校からの連絡や生徒の活動を広 った。来年度より全県一区 ので引き続き情報発信をお願いします。
や保護者が参加しやすいようにする。また， 報した。 の募集となることから遠隔
中学校への案内や広報の方法を工夫し，参 ③ 中学生とその保護者対象の説明 の中学校からの参加も増え
加者を増やす。 会を９月と１０月に開催し，参 た。

加者は７８７名であった。

１２ 教職員の資質向上

重点目標 評価指標（と活動計画） 評価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

①校務運営体制の効率化と ① 教員の職務の満足度 ９０％以上 ① ９８.３％ Ａ （評定） コンプライアンスについてのアンケ
充実を図る。 ② 常にコンプライアンス意識を持って勤務し ートでは１００％を目指し，全員が「よ

②教職員のコンプライアン ている割合 １００％ ② ９４.８％ Ｂ Ｂ く当てはまる」になるように個々の意
ス意識の高揚を図る。 ③ 校外での授業力向上に向けた研修参加人数 ③ 「ネクストリーダー育成プログ 識を更に向上させる必要がある。

③校内外の研修を通じて指 ５名以上 ラム」「進化する教室イノベーシ Ａ 新しい生活様式の中でオンライン研
導力の向上を図る ョン授業」「教育課程研究指定校 修が一般化すると考えられ，校内での

事業」等にオンラインで参加。 ３密を避けた研修場所の確保，Ｗｅｂ
１５名以上 接続回線の安定等，多くの教員が研修

に参加できるよう環境整備に努める。
活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

教科の性質上，教材デー
① 校内文書情報の共有化を図り効率的な校務 ① 学習系端末での教材データの共 タ共有に対する適応差はあ
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事務処理を構築する。 有や校内文書共有のための掲示 るが，学習課題の配信等教
② 職員全体でのコンプライアンス研修会を３ 板の活用を進めた。 科に関わらない部分では連 学校関係者の意見

回以上実施し，コンプライアンス意識の向 ② 職員会議や職員朝礼の機会を捉 携を進める必要がある。
上を図る。 えて１９回実施し，コンプライ 時宜を捉えたコンプライ 教材研究，コンプライアンスへの取

③・計画訪問等も含め，教員研修・研究授業を アンス意識の向上を図った。 アンス研修を実施できた 組等について他校の事例を取り入れる
計画的に配置し，各教科１回以上ＩＣＴを ③ ＥｄＴｅｃｈを活用した学びの が，更に研修内容を自分事 などよりよい学校づくりに邁進してく
用いた研究授業を行う。 場構築事業での研究授業では， とするため意識の向上を図 ださい。コンプライアンス意識（100％）

・外部機関等の授業力向上研修に参加す 各教科でＩＣＴを活用した研究 る必要がある。 をもって取組をお願いします。
る。 授業を行ったほか，計画訪問等 オンライン研修場所や

においても実施した。コロナ禍 ＷｉＦｉ環境等，環境整備
によるオンライン研修が増え， に努める必要がある。
外部の研修参加に結びついてい
る。


